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1．概 

ィブ試験 第４ステップでは、初めて高レベル廃液等を用いて、

レ 廃液ガラス固化設 のガ 炉（Ａ系列 における運転性

処 力等の確認を行っ 。（高レベル廃液ガラス固化施設概要を図―1

、 系統概要図を図－

は、高レベル廃液 ラス ス溶 炉（ 系列） お

結果及び不適合等 処置 告す 。 

 
2．ガラス溶融炉試験計画 

溶融炉 験につ ては

試験を した。

① いては レベル 液等 て運 ること ②

は、事 定申請 等に 溶融 容量 70 ／

処理量 ること 確認 。 
① 続した を行う めの ては での先 施

、モックアップ試験及び化学試験 「化学試験等」という。）

を踏ま 、 
・

 

要

アク

高 ベ

や 理

に 試

本報

ける試

ガラ

の２つ

① ガラス溶融炉運転性能確認試験

② 処理能力確認試験 

に

につい

ｈ以上

の

設の実

での実

 ガラス温度、気相温度等がガラス溶融条

よう、ガラス温度を

 

テ

ル

能

験

告

験

ス

の

つ

て

の

連

績

績

備

た

2に示す） 

ガ

の

い

 

廃

書

を

た

  ℃以上とするための主電極電力、間接加熱

ラ

固

状

、

を

記

す

運

ス溶融

化設備

況につ

アクテ

 

用いて

載した

ること

転条件

）

融

る

転

炉

、

能

に

、

Ｌ

行

のガラ

いて報

ィブ試験計画書において、以下

連続し

ガラス

とした

につい

（以下、

件としてより良い状態となる

Ａ

き

理

ま

の試

計画

、高

業指

であ

運転

えて

がで

の処

これ

装

 白金族元素の溶融炉内での沈降・堆積を

溶融炉上部よりも低温に維持する運転を行う

い

た

め、指

れ

きると

の

できれ

ラス

ガラ

等の供

した。

第 4

ことに

30

置

う

、

標

に

考

7

ば

溶融

ス

給

実

ス

よ

電力の を行う

・

 
と 条件を設 した。

ま 白金族 の堆積 判断 の指標 定

に達し 合には とと

こ より、 元素 され 態が維 で

えた。

② 0Ｌ／ｈ 処理 確 ①の し 運転が 施

達成可 ので

 
3．ガ 炉

溶融 ら レベ 液

を開 に て 験等 施

績工

テッ トンを処理する

り発 造を 、

約 m3 の廃 使用して、5 のガ ス固化体を製造した(57 体の他、3

調整

定

元素

た場

白金

 

以

能な

の

の試

し、

を図

でせ

した

 

 
が発生

炉底撹

の影響

量の

あると

いては

0 年 1

示す。

た燃焼

ル廃液

7 体

抑制するため、溶融炉底部を

ことを

こ

理

は、

11

の期

R 燃

てガラ

し

拌操作

を考慮

認に

考えた

、平成

月 18

 

度の高

等を用

ラ

ている

を行う

し、管

ついて

。 

19 年

日まで

い PW

い

す

し

た

連

4 日

お

1

化

るた

た。

運転

続

か

い

00

体の

め

 

状

た

高

試

製

を

持

実

廃

実

い

族

上の

も

実績

験

平

－

ん

高

試験

炉

始

程

プ

生

液を

 
につ

成 2

3 に

断し

レベ

月

間

料約

ス固

ル

を

行
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が製

ガラス溶融炉の試験としては、溶融炉（Ａ系列）の運転性能確認試験か

開始 タ取得を行った 後述するとおり、追加データ取得

が必 とに伴い、1月中旬ごろに廃液切れが発生すると想定さ

、第 テ で計画しているガ ス溶融炉の性能検査に使用する廃液

不足 生じたことから れを避けるため必要な高レベル廃

を準 目的として、Ｂ 燃料のせん断を第４ステップにお

ることとした。 ため、12 月 14 日にアクティブ試

。 

 
4．高レベル廃液ガラス固化設備における試験結果 

4.1 画書に基づく試験

融炉（Ａ系列）において、高レ

、アクティブ試 画書で実施するとした、以下の試

運転性能確認試

試験 

取扱運転性能確 験 

（１） 運転性能確認試験

確認事項 判定基準 

体

ら

等

れ

が

液

いて追

験計画

 

 アク

高レベル廃液ガラス固化設備のガラス溶

ベル廃

験を行

① 

② 

③ 

各試験において確認された内容を以下に示す。 

 

１）試

造中)。 

し、順次デー

要となったこ

5 ス ップ

する可能性が

備することを

加的に実施す

書を改正した

ティブ試験計

液等を用いて

った。 

ガラス溶融炉

処理能力確認

ガラス固化体

ガラス溶融炉

験内容 

試験項目 

が、

ラ

、こ

ＷＲ

この

 

験計

験 

認試

 

運転性能確認 験 試 高レベル廃液を用いたガラス

固化運転が連続して実施でき

ること 

5日間連続でガラス溶融炉の運転がで

きること 

、付属機器や他工程のトラブ

結果の遅延 起因する停止

から る） 

（た

ル、

期間

だし

分析

は運

等に

控除す転時間

【安全

ガラス

関連確

流下 

認事項】  目標値）以下
－ 

ガラス重量が kg（

で流下できること 

 

２ 確

試

する結果であった。 

・ 

・ ガラス重量は最大

） 結

る確認結 基準を満足

転を行 バッチの運転で ス固

 

  k 値  

認 果 

験内容に対す

6.5 日間の連続運

化体を製造した。

果は

い

g で

、

、合

あ

以下の

計 10

り、目

とお

標

り

（

であ

 

り

kg）以下で流下が停

、判定

10 体のガラ

止できた。 

上記試験内容の他に温度、電流、圧力のデータを取得した。（図－4～6
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参照） 

 

（２） 処理能力確認試験 

１）試験内容 

試験項目 確認事項 判定基準 

処理能力確認試験 ガラス溶融炉が所定の処

理能力以上で処理できる

こと 

再処理事業指定申請書記載値である

ガラス溶融炉の処理容量 70L/h を上

回る処理能力があること 

【安全関連確認事項】 

ガラス流下 － 
ガラス重量が  kg（目標値）以下

で流下できること 

 

２）確認結果 

試験内容に対する確 のとおりであり、判定基準を満足す

る結果であった。 

・ ガラス溶融炉への高レベル廃液の供給速度として 最大  L／h で

認結果は、以下

運転 き、判定 を上回る処理能力があることを

認 。この間

を した。 

ラ 量は最大 、目標値

がで

した

製造

ス重

基

、

 

準で

合計

 k

ある 70L/h

バッチの運転を行い、8

あり

確

体

・ ガ

8

g で

体のガラス固化

以下で流下が停（  kg）

止

 

上記

参照） 

で 。 

試 の他に 圧力のデータを取得した。 図－7～9

 
（３）ガラス固化体取扱運転性能確認試験 

判定基準 

きた

験内容 温度、電流

確

、

認事

（

１）試験内容 

試験項目 項 

レ

ス

ベル

固化

廃液

体を

能の

等で

用い

確認

ガラス固化体取扱運転

性能確認試験 

 

高 製造された

ラ たガラス固

体取扱性  

ス固化体取扱設備の運転が連

施できること 

ガ

化

ガラ

続して実

 

２）確認結果 
・ ガラス固化体取扱設 つ 観検査、表面汚染検査、寸法検

査、 込め検査 手 て実施し、ガラス固化体を問題

なく 続して取扱

 
 
 
 
 

備

を運

うこ

に

転

と

い

順

がで

て

書

き

は、外

に沿っ

た。 

閉じ

連
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ガラス溶融炉運転性能確認試験」等の試験結 のまとめ 

上記「ガラス溶融炉運転性能確認試験」、「処理能力確認試験」において、

ラス溶融炉の運転状態は、「ガラス温度  ℃以上であること」、「ガラス

（４）「

ガ

果

溶

体

て

す

ただ

運転が

的な運

て期待

化学試

10～1

 安定

「ガ

等の

うに、

期待し

験デー

する」

追加

試験」

追加デ

 

①1～

・ア

廃

同

び

と

・5

分

・5

融炉内部の気相圧力が負圧に維持されていること」といったガラス固化

の製造条件は満足されており、製造の観点や安全の観点に係る試験とし

は問題ない結果であった。 

また、「ガラス固化体取扱運転性能確認試験」において、判定基準を満足

る結果が得られた。 
し、「ガラス溶融炉運転性能確認試験」において計画した「連続して

できること」については、連続した運転は実施できたものの、長期

転を継続して実施するという観点から「連続した運転の状態」とし

していた「安定した運転状態を定常的に形成する」ことが難しく、

等を通じて得られた運転状態と同等の 態に至らなかった。（図－

照） 

運転状態を定常的に 成するための追 的なデータ取得 

ス溶 運転性能確 験」、「処理能力確認試験」では、化学試験

実 をも に、ガラス 気相温度等が安定した状態を形成するよ

電極 力と間接加 電力によって調整を行ってきたが、当初

状態 至らなかっ 、「ガラス溶融炉運転性能確認試験」の試

を補 することを目 して、「安定した運転状態を定常的に形成

めの 加データ取得 うこととした  

ータ 得を実施する 転条件を検 ため、「運転性能確認

び「 理能力確認試 で得られたデータの詳細評価を実施し、

タ取 時における 法の検討を行 （図－14～16 参照） 

ッ

ティ 試験 期の 1 チについて

液を模 して った模 のうち白金 を含む高模擬廃

挙動 示す 想定し 擬廃液での 参考に主電極電

接加 装置 力の投 量を調整し、ガ 度等の制御を行

運転 開始 た。 

チ は 十分上が （仮焼層形成が不十

状態

分でないことから、6 バッチに間接加熱装置電力を大きく低下さ

気相温度を下げることにより仮焼層の形成を促進した。 

験

3参

した

ラ

績

主

た

タ

た

デ

及

ー

6バ

ク

じ

間

で

バッ

な

バッチまでに間接加熱装置電力を徐々に下げたが仮焼層の形成が十

状

加

。

討する

った。

は、化学試験等で高レベル

族元素

運転を

ラス温

かった

 

4.2

 

（１）追加データ取得に向けた試験データの詳細評価 

形

認試

度、

装置

ため

的と

を行

融炉

と

電

に

完

追

取

処

得

チ 

ブ

擬

を

熱

を

まで

）。 

温

熱

た

際の運

験」

転方

～6バッ

擬廃液

、高模

運

初

作

と

電

し

、ガ

液と

力及

うこ

せ、

入

度がラス温 らな
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7～12

・6 バッチに間接加熱装置電力を大きく下げたことにより、7、8 バッチ

で仮焼層が形成されガラス温度とコモン温度が上昇した。 8バ

ッチに仮焼層が過大となり原料供給を一旦停止したため、仮焼層が溶

融し気相温度が上昇した。 

・9、10 は、間接加熱装置電力を徐々に低下させて仮焼層の形成

を促進させた。これにより、10 バッチ中盤から仮焼層が形成され、ガ

ラス温度とコモン温度が上昇した。これと同時に主電極電力と間接加

熱装置電力を調整し、11 ッ では仮焼層 維持できる を継続し

た

13

・1 チ 、ガラス 、 モン温度、 温度が目 領域に入

っており、安定した運転（仮焼層が形成され、適度な断熱効果が得ら

れる状態である。）ができ、良い状態であった。 

・1 チ 下ガラス 流 発生したこ ら、流下 止す と

ともに、偏流対策の処置を実施するため、原料供給を一旦停止するな

どの外乱を与えたことから、仮焼層が溶融しガラス等の温度状態が目

指 れた。

チ いて 炉 拌 必要な判断 に達した 、炉 撹

 

２ 験 タ 得ら た  

試験 処 能力確認試 において得られたデー

評 実 た結 、 の とが判 た

し

化 が溶融

から 溶融炉内での挙動が、

擬 よ 低模 廃 白 族元素 含 い模擬廃 に こ

示 い 考え れ 模 廃液を に した主電 力 接

装 力 整に る 方 、廃 に た運転方 は っ

評 た

にお

記 か 加デ 取 お る運 ラ ータの 定 て 、

擬 で のあ 主 電 調整 主 た運 方 採 る

と 。

た 当初試験の目標として考えていた連続的に処理が可能であるとは、

言い換えると、安定した運転状態を定常的に形成することであり、そのた

②

③

・1

拌

 

（ ）試

「

タの

①

②

こ

高模

とを

加熱

たと

 

（３）追

上

低模

こと

 

ま

バッチ 

バッチで

8バッチ 

ッ では

ッ に流

領域から外

ッ にお

実施した。

ー から

性能確認

を 施し

焼層が形成

転状態の変

うな特徴

液 りも

て ると

電 の調

し 。 

ータ取得

察 ら、追

液 実績

た  

しかし、

運転

指す

を停

ため

液） 近

極電 と

法で な

設 とし

法を 用

バ チ

温度 コ

の偏 が

 

底撹 が

考察

及び「 理

以下 こ

い 
り仮焼層

液（ 金

、高 擬

運転 法が

る運転条件 
タ 得に け

電極 力の

が

気相

とか

基準

験」

。 

すい 

まな

設定

合っ

パ メ

とし

。 

～1

5 バ

6 バ

す

8 バ

を

デ

運転

価

 仮

 運

のよ

廃

し

置

価

加デ

考

廃

し

、

る

底

い

間

か

は

す

、

れ

」

果

にく

によ

、化学試験等の実績に基づき、

擬

ら

よ

け

ー

る

っ

しや

を

元

液

転

を 転
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めの目標を詳細化する必要があると考え、ガラス溶融炉の運転状態を示す

指標となるガラス温度、コモン温度、気相温度について目指す領域を設定

し、維 する とした。

（目指す領域） 

  ℃  ～  ℃（平均として約  ℃

持

ガラス

こと

温度：

 

 ） 

コモン温度：  ℃  ～  平均とし   ℃ ℃（ て約 ） 

気相温度 ：  ℃  ～  平均とし   ℃ ℃（ て約 ） 
 

（

 

４）追 （図－ 18 照  

１） 得結果

追加データ取得においては、12 21 バッチ～25 バッチ、35 バッチ

～4 ラス固 体を 、以下の が得ら  

・ 得を開 た ガラス温度、コモン温度は安定した

きたが 接 よりシ ットダ 転（高レ

給を停 、溶融炉に溶融ガラスを保持した状態での停

炉内の白金族保有量を低減させるため数本分のガラスの

う。）に移行した。 

・ 、炉内状態を改善するために炉底撹拌を実施し、廃液供

バッチの立ち上げ調整運転に引き続き、連続的に 4

(38～4 チ を 、ガラス 融炉で ガ ス温度、

び気相 制御す ことが 。 

・ ッ の運転 間 部 が目標領 を外れ も があっ

安定した運転が維持できた。 

 
一 タ取得 に悪化 が ッチ

では流下速度が上昇しなかった。これまでの運転状況から、炉底部に白

金族元素が堆積していることが推定されたため、溶融炉内の白金族元素

を低減させるシャットダウン運転を行い、その後、模擬ガラスをガラス

溶融炉へ供給する洗浄運転を実施したが、回復傾向が見られなかった。

この か ガ き出 、現

在、 施し

２） 結果

るこ

電 力 法に の安

きた

白金 元素の 考慮 、管 され 転 るこ

と」について 

加デー

追加デ

1バッチ

追加デ

状態が

ベル廃

止する

抜き出

溶接機

給を再開して、3

バッチ

コモン

38～41

たが、速やかに目標領域に復帰しており、

方、追

ため、

炉内の

追加デ

 「安定

主 極

した運

「

タ取得

ータ取

）のガ

ータ取

制御で

液の供

運転。

しを行

復旧後

の運転

温度及

バ チ

加デー

12 月 27 日

点検を実

ータ取得

した運転

電 の調

転が可能

族

17、

 

化

始し

、溶

止し

1バッ

温度を

の に

実施中

ら溶融

ている

のまと

が維持

主とし

ること

を

参 ）

本（

製造し

当初、

機の故

) 行

目標範

一 温

に流下

炉内の

。 

め 

されて

た運転

が確認

し

結果

ャ

溶

る

域

傾向

抜

」に

り目

 

運

れた。

ウン運

の ラ

できた

た の

れ、41 バ

操作を行い

 

き領域で

維持され

障に

い

囲に

度

性

溶融

い

方

で

理

見ら

し

いて

すべ

態で

ラス

と

よ

。

た

①

定

 

②

状態

整を

であ

影響

つ

指

状
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白金族元素の沈降を抑制するための炉底低温運転については、当初計

画したとおり実施できたものの、偏流の発生による炉内状態の変動等に

より、炉底部の状況が改善を要する状態になっていたことから、「白金

族元素の影響を考慮し、管理された運転状態で維持されること」の状態

を確認するまでには至らなかった。 
 

③ 炉底撹拌操作の実施について 

処理能力確認試験終了時点及び追加データ取得の期間において、ガラ

ス流下時間が長くなる等の、白金族元素の堆積による影響が見られたこ

とから、 へ撹拌治具を挿入し、炉底部の溶融ガラスの撹拌操作を実

施している。この炉底撹拌を実施した際 ガラス固

化廃ガ 設備を共有するガラス溶融 されてお

り、適切な管理の下、操作が実施できる －19～21

参照）

 

（ 白金族 関する炉内状況悪化に至っ

「白金族元素の影響を考慮し、管理された運転状態で維持されること」

ついて これまで得られたデータをもとに炉内状況悪化に至った要因分

を行っ 図－22） 

バッチにおいて、仮焼層が成長し気相温度が過剰に低下したため、ガラ

の溶融 が低 このため、 的で、廃

及び原 停止 層の溶融を 、白金族

素の炉 沈降 れたものと

6バッチにおいて、流下中に偏流が発生したため、 、復旧操

を行っ の復 時間を要した。 温度が高

状態で たた 族元素の炉 れたもの

推定さ

8 バッ 拌 る に において

操作 とと た その準備に時間を要したことから、この間

融炉 った 族 素の 底 ものと

され

バッチの曲がり棒を用いた炉底撹拌を行った後、炉内撹拌への判断基

比べ 抵抗 分高 が改

たも チから 改善

が十 金族 粘性

加し かっ

バッチ以降のデータ取得において流下速度が上昇しなかったことにつ

バッチまでの運転状態等により炉内状況が悪化したことに起因

するものであると推定される。 

炉内

ス処理

 

元素に

、

た。（

処理能力

料供給を

底部への

たが、そ

保持され

れる。 

チで炉底撹

を行うこ

上部にあ

る。 

て主底間

のと判断

分でなか

、流下速

24

（

炉

こ

た

こ

促

推

底

達し

部へ

な

給

堆

と推定

設置・撤

Ａ，Ｂは負

とを確認し

要因分析 

の状態を改善

進した。これ

定される。 

流下を

この間、炉

部への沈降が

たため、19

の沈降が促進

ったことから

を開始したが

積が促進され

される。

去含む）、

圧に維持

た。（図

する目

により

停止し

底部の

促進さ

バッチ

された

、炉内状況

、炉底部の

、炉底部の

 

５）

に

析

・8

ス

液

元

・1

作

い

と

・1

撹拌

に溶

推定

・20

準に

善し

措置

が増

・35

いて

下

し

が

旧

め

を必

し

白

な

21

た

上

した

、仮

促進

に約

、白

要

が

金

どが

バッ

め、

昇し

。

焼

さ

7

金

とす

、

元

十

白

な

基準

炉

い

廃

元

た

値と

液供

素の

もの

し、

った

度が

は、
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６）白 に関する管理方法につい

（５） 分析の結果から、「白金 の影響を考 理された

運転状 されること」 めには 下の管理方 を 化し、確

実に実 くことが不可 考える

①安 層を形成し、 ラス温度 気相温度を 指 き領域に

維持した運転（白金族元素 急激な 堆積を抑制 実施する 

②炉底部の低温管理を実施する 

③白金族元素の沈降状況を管理するため、以下のデータを監視する 

・ 部電極間抵抗

・補助電極間抵抗 

・補助電極-底部電極間抵抗 

・底 極 度の昇温量に する 度計（底部電極と補助電極の

 

（ 金族元素

の要因

態で維持

施してい

定した仮焼

主電極-底

部電 温

て 

族元素

、以

。 

及び

沈降・

  温

慮し、管

法 具体

目 すべ

する）を

のた

欠と

ガ

の

 

対  

間 置 た温度計）の 温量 比

・所定の流下速度への到達時間 

④上記の運転データの推移から炉内状況が悪化する前に早期に炉底撹拌

や の措置を実 する

⑤炉 には、溶 ラ を行う 炉内の

白金族保有量を低減する 

 

 

該試験 1 1 月 9 年 12 3 レベ

廃液ガ に関係するものとして、12 不適合 した。 

全上 要 設 安全機 に 不 合事

」は発 、「その他の安全性に関係する機能に係る不適合事項」

5 件、「安全性に関係する機能に係らない不適合事項」は 件 し （表

1、2参

ステップの試験開始までに処置を終

すべき つい 置が 了 こ を確 た 第 ステ

プの試 。 

他

ミス 洗 の 参

述の 能 認試 時 スト ィ （ 系列 差 上 した

ミストフィルタ（ 切り に Ａ

系列）の洗浄及び交換を実施し、洗浄効果が得られたことを確認した。 
 

に設 し

洗浄運転など

底撹拌実施前

実施期間中（平成

ラス固化設備

生しておらず

照）。 

不適合事項に

験を開始する

 

トフィルタの

処理 力確

昇

施

融ガ

1

安

処

交換

ミ

）に

の

 

スの

4日

重

5

終

実施

フ

換

 

抜き出し

～平成 1

件の

な施 の

した と

（図－23

ルタ Ａ

えるととも

ことにより

 

月 1日）、高

事項が発生

能 係る 適

7 発生 た

し 上で 5

 

の 圧が 昇

ストフィルタ

5．高レベル廃液ガラス固化設備における不適合事項とその対応

当

ル

これらの不適合事項において、

項

は

－

なお、これらの不適合事項のうち、第

了

ッ

 

 

6．その

（１）

上

ため、

9年

「

は、

び

に

列

て

浄及

験

Ｂ系

認

照）

）

、ミ （
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（２）結合装置内圧力高高警報の発報（図－24 参照） 

ラ 時に 合装 内圧 警 複数回発 た －5、8 参

。この警報は、ガラス固化体容器が結合装置に結合されていない状態で

を とを 止す ため し のである

回 は、 ラス 化体 器 結合 置に結合さ てい いことによ

生 ので ガラ 下 に通常よ 粘 低い流体

粘 ）が流下した際に結合装置内の圧力変動が起こり発報したもの

る

お 警報 合 態を 力計により 認し 流下を再開

。

 
7．今後の進め方 

○高レベル廃液ガラス固化設備においては、ガラス溶融炉（Ａ系列）の運転性

能 処理 確

その結果、 金族 管理された運転状態で維持されるこ

と」につ 確   ℃以上であるこ

ガ

照）

流下

今

り発

（低

であ

な

した

や

ス流下

行うこ

の発報

したも

性流体

。 
、当該

 

能力の

「白

いては

結

防

ガ

はなく

発報時

認並び

元素の

認出来

置

る

固

、

には、

に追加

影響を

なかっ

力高高

に設置

容 が

スの流

結 状

データ取得による処理性能等の確認を行った。

考慮し、

たものの、「ガラス温度

報が

たも

装

の際

圧

報し

。 
れ

りも

確

 

（図

な

性の

、

と」「ガ 融

ガラス固化体の製造条件は満足されており、 及び「処理

能 確認 に 転できるこ を確 した。

 

○また、「 ータ 得 た か 主電極電力 整 主とし 運

実施 と 持されて が実現可能

「 性 認試 」 試 よ 十 認で な た 白金族 素

、 る ては、

ス 及び 相 を す 領 維持 た 並 に炉底 の

電 降 項目 視

が 転

 在 中 内 で ま 運 ータ よ 施 評 の

当 確 る も に 炉 検後 立 げ 運 件

へ 映 う

、

力

を

運転

影響を

・ガラ

低温管

・主電

し、炉

である

現 実

妥 性

等 の

ラス溶

試験」

追加デ

するこ

能確

考慮し

温度

理 

極-底部

内状況

と考える

施 の炉

を 認す

反 を行

炉内部

ついて

取得」

で、「安

験 等

管理さ

気 温

極間抵

悪化す

。 

点検

とと

。 

の気相

は、所

で ら

定した

の 験

れた運

度 目

抗など

る前に

は、こ

に、必

圧力が負圧に維持されていること」といった

要の能力で

れ 知見

運転状態

に り、

転状態で維

指 べき

の白金族元

炉底撹拌や

れ での

要 応じ

「運転性能確認試験」

運

ら

が維

分確

持され

域に

素の沈

洗浄運

転デ

内点

と

の調

いるこ

かっ

」につ

運転

する管

り実

ち上

認

を

と」

「

い

び

理

した

時の

 

た

元

 

部

監

等

条

転

である見通しが得られた。 

 

○

の

の管理方法を具体化し、確実に実施していくことで目標とする運転が実現可

能

 
○

 

 

き

こと

し

に対

等 

に

の

を

価

転



 

○今後、第 5 ステップにおいて、ガラス溶融炉（Ａ系列）内の点検等並びに、

ガラス溶融炉（A 系列）の再確認及びガラス溶融炉（Ｂ系列）の試験を実施

していくこととしたい。 
 

なお、アク ィブ試験計画書で計 した ップの試験項目に いては全

て終了しており、これらの報告について 告したガラス溶 の試験

結果も含めアクティブ試験経過報告（第 ステップ）として別途取り纏めて行

う。 

 

以 上 

テ 画 第 4ス

は、今

4

テ

回報

つ

融炉

10 
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